
 
《オミクロン株の特徴》 

 

〇感染スピード⇒ 非常に早い 

〇感染経路  ⇒ 飛まつを含むエアロゾルに注意！ 接触感染もあり 

〇重症化   ⇒ デルタ株に比べて重症化しにくく、軽症者が多い 

〇ワクチン  ⇒ 重症化を防ぐ 

〇後遺症   ⇒ 詳しいことは分からない 

 

（R4.2.3 朝日新聞より） 

 
《オミクロン株の特性をふまえた予防対策を！》 
① 人との距離を 1ｍとる ②かぜ症状が出るなど疑わしいときは登校を控える 

③ 感染しても無症状の場合もあるので、マスク・換気・手洗い・消毒はしっかりと 

④  
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爆発的な勢いで広がるオミクロン株。子どもの感染者が増える中、学校などでの感染

予防対策が重要視されています。感染力が強いオミクロン株の特性をふまえた予防対

策を行っていく必要があります。 

 また同時に、コロナに負けない免疫力を高めていくためにも、『睡眠』・『栄養』・『運動』

をしっかり意識して生活していきましょう。 

 ３年生の人は受験がもう目の前です。体調を整えて万全な態勢で臨みましょう。 

 同じオミクロン株でも、現在主流の
BA.1とは別系統のBA.2（「ステルスオ
ミクロン」とも呼ばれている）も、国内
で出だしています。 
こちらはさらに感染力が強いとみら

れ、更なる感染拡大や流行の長期化が懸
念されています。 


